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図書館指導員

宮ヶ瀬中の図書室はオープンスペースとなっていて、登校

してから教室に向かうまでに必ず通る場所にあります。わざわざ図書室に行かなくてはならない学校が

ほとんどの中、興味のある本をすぐ手に取れる良い環境になっています。今年度になってからは「令和」

の出典となった万葉集や新しい紙幣に採用された渋沢栄一、津田梅子、北里柴三郎関連の本を紹介しま

した。また２学期の修学旅行にむけて、京都や奈良の本も展示中です。

また月１回帰りの会に、本の紹介や読み聞かせのブックトークを行っています。あらすじを聞いて本

の内容を想像したり、絵本を目と耳で味わうことも読書体験のひとつです。知っている話でも違った感

じ方や発見があったりします。気軽に本と出会える場があり、興味をさらに深められる読書や、いろい

ろな考え方ができるような読書活動を目指していきたいと思います。

【宮ヶ瀬中学校の読書活動】

やまびこ

５月25日(土)、お天気の心配もなく安

心して当日を迎え、宮ヶ瀬合同体育祭が

開催されました。地域の皆様、保護者の

皆様には朝早くの準備から集まっていた

だき、誠にありがとうございました。今年度もたくさんの種目

で競技に参加してくださる方が多く、地域の絆を感じることが

できました。また、生徒たちが小学生や地域の方と係わりなが

らも自分の役割を忘れずこなしていく姿に、とても頼もしい成

長を感じました。

【体育祭を振り返って】
＜地域学習＞

「清川村といえばどんなところ？ど

んな食べ物ものが有名？どんなところ

がある？」地域学習の授業の中で生徒に色々あげて

もらいました。山、野生動物、ダム、イルミネーシ

ョン、お茶、清流の館、清川恵水ポーク、自然薯、

リッチランド…。たくさんのキーワードが出てきま

した！あれ？でも…？そういえば、そこってどんな

ところ…？どこで作っているの…？等々、改めて考

えてみると意外に知らないことが多くありました。

ということで今年の地域学習は、身近なことなのに

よく知らなかった！題して、「清川村のことを知って

学んで考えよう！」です。出てきたキーワードの中

から、一人ひとり興味があるものや気になるものを

選びました。そして、そのキーワードをもとにマイ

ンドマップ（紙の中心にキーワードを書き、そこか

ら連想したものを書き込んで考えを広げていくもの）

を作りました。意外と知らなかったことやわからな

いことが明らかになるだけでなく、生徒の個性も出

ていて面白いものになりました！さらに、出てきた

疑問をどのような方法で調べるのかを具体的に考え

ました。「清流の館に行って、店長さ

んに聞いてみる」、「生産場所に行き生

産者の方にお話を伺う」などといった

方法がありました。次回は、２時間を

使ってそれぞれ考えた方法に基づいて

調査していきます。実態はいかに！

【 ６・７月の主な予定 】
６月 ７月

３日(月) 学校朝会 １日(月) 学校朝会

１２日(水) 授業研究・英語、校内研 ４日(木) ブックトーク

１３日(木) Ｅ.Ｊ.Ｔｉｍｅ ４日(木) やまびこ会運営委員会

１４日(金) 緑中との一日交流 ８日(月) 生徒朝会

１７日(月) 生徒朝会 １１（木）･１２日（金） 三者面談

１８日(火) 試験前諸活動停止期間 １８日(木) 芸術鑑賞会

２５日(月) 期末試験[英・理・数・体] １９日(金) 終業式・生徒会レク

２６日(火) 〃 [国・社・音]

８月２８日(水) ２学期始業式

教務主任

先月、第３６回宮ヶ瀬合同体育祭が開催されました。真夏のよう

な陽射しの中、児童生徒は日頃の練習の成果を披露するだけでなく、

体育祭を支えるスタッフとしてもその役割を果たしていました。地

域の方々と一緒になって企画・運営するこの行事は遡ると、第１回

合同体育祭が３５年前、つまり昭和５９年（1984年）に地域と学校

の合同開催になったという計算になります。この年は昭和６１年の

新校舎移転の２年前にあたります。昭和５７年に始まった宮の里等

への移転が進み、世帯数および生徒数が減少した中で、地域との合

同開催になったと聞いています。

また平成に入って、宮ヶ瀬小中学校ＰＴＡは家庭数の減少に伴い

ＰＴＡ活動の対外的な役割の負担軽減などを考慮し、平成１１年頃

に現在のやまびこ会（保護者と教職員の会）へと形を変えたという

ように記憶しています。形を変えても、子どもたちの健やかな成長

を願う気持ちは変わらずに現在まで続いています。このように宮ヶ

瀬小中学校はその時代にあわせて変化してきた学校と言えます。昭

和から平成、そして令和へと時代が移り、世の中の学校に対する要

請も変化しています。令和３年度の新学習指導要領の全面実施に向

けて、宮ヶ瀬中学校は令和の新時代にふさわしい学校づくりを行っ

ていきます。今後とも地域の皆様方のご支援ご協力をよろしくお願

いいたします。

令和、新時代へ


